
重義】ょが■童になりこます  

－♯改暮工事雷エー  

当麻環軋痩車虫比おいて患者重んのア  

メ声テすを謁楳酌に向上啓蟄患塵踊畢抑個室  

化麿陸離囁こと左し、エ咽たび工事に着手  
LまL赦せ   

当稗院砕病室桂、平成7年に西棟恕轄築L  

た賭から『寧九重を東泉垂』に改範たほ乱  

雑病床韓国1ノ佃掟紐葛74垂鉛個室を有  

し、現在七粗個室抑教■一癖庶当た軌河南積  

などでは最高の疎準となゥてい蜜す。   

昭和6萬年1月に開院亡専荏田東棟の一  

部1以来．主な増改築fま脚増築〔許2卸．  

西棟甲建築【第3次）に統春草4衆目となり  

ますi   

工事・病室時制醐ま以下申とぉり骨先  

哲♯駐車馨に増集   

廉毎期間に稗雪のた軌駐車台数が減歩Lモい  

た拍車解哨する計画でサム   

増嘆姉柑階h・5嘩臥塀壷とLて捷用しま  

す廿また従来由『4丸帯室は全て卓分割して  

個重宝葺』とLますン綺病床数臥2‾至宝床で  

増改築工事蔚と変わり生せん  
′一1  

病室の設備   

これまでの個室と同様に、全室に電話・テ  

レビ・冷簡津・ユニット′ヰス・トイレを押し  

まし島ユニットパス・トイレは、床面と括と  

んど段差由ない′‾叩アプリーな構造とす愚た  

め特注しました。  

工♯予直   

享軸莞14年14削こ増蕪工事費始め、同年居月  

額に完成一骨貯認既存療描細密題工事に  

順艶着手L、平鹿鳩年1月京に健全て拍工  

事が尭購碍予定で肯㌔   

病室の工事が中ぬと恕塾要すが、・そ榔一  

畏弟デー如ヨ㌢－社有・匹イ拒等も工事L努軋  

恕拭工事期間中も滴常雄習東森密行い華も   

′‾■  

西棟北側、現宜車埠の」部に病棟を増築  

L生す．地上缶牌、1階部分比駐車場としで  

使用します巨駐車台数持現状と蛮わ毎ない  

ほれ全面ロードヒーティンダを施工し、鮮  



東風腔升シリ「溜Jg厨  廉直辞   

節判明酢早く、醗の掛の軸古が早い脂で  

すd軍た，他埠施設毎ゼ鹿嶺査を歯嶺Lてい  

ませんのでh こ丸把かかわ萄費用を無料で行  

え、皆摸が負担Lなくてすむ町竿先   
血練碍癖気にカ軸鵠ウてしまった場合、俸再  

甲で血液をっくってい古骨髄患移棍甘徳治撰  

者転がありますこ「骨髄移植」で一転  

正式には「造血軸醜鵡」、と言い史範  

軸とい地盤しモう珊∃、耕Lてくださっ  

た恵辞骨髄植や末梢租中の帝軸担という成分  

を点鯖といぅ潮凱頚椎し蓋・れ   

こ幼時、纏供Lてくださぅた志郎海溝の性質  

と患者畠ん由血齢成分が遮っていた場骨、  

モの草嵩轟滴Lたら血液中の赤血尭細確毒血耳  

し恵車軸み合わ恕があ憎ますす   

このよ詣牡ときに私たちは、細菌嘩ない靖辞  

嘲醐師中で血絆を♯してし壷うを鹿野を取り  

除く作菓を行い垂木ま恵提供Lてくだ蓮る方  

ぬ事情膏必豪とす番目よ町も赫こ欄を親し  

た時、移植日まで繚体重顛紅捜して凍結保  

存しておくこともあ噴達す1   

病院の謹聴には外来部円や、入酷軒る病  

棟、串盛事を召し上が巷食堂奄酌ヽろいるな  

帝酵がありますもしか戯がら検査科由と  

ころ弓ま幽軸軋、らっ、⊥やることlまあ填ませ砧  
今回娃心宅囲捜査くちいでし離お目にかか眉  

構寿がなく、ながなかご覧に入れ盈ことができ  

吐い検査軒をご紹邸いたLますコ   

当院碍榛重科時血液中尿などを斬る「椴  

検査と、特殊検査の2部門に分かれてい壊  

すiネタタ・ず中継郵割1尭でそれ若軋の布  

門を専鼎で担当．しています中   

一般検査は体の調子帝蔑倉を、血統や、廉  
かち調べるという転申ですゝ血液蹄陣中を駆け  

めギ甘∴検査もた時点の体脚晴報をた竜さん  

括りてい思のです血痕東群始まっ転ばかりで  

赤丸が兎がつかなくても凪硬を酢魯と母軋  

も蕃ちんと夜風てく軋まずi   

特殊甜門睦鞠院取持牡に台あせ、先端直  

療再研究助手という面嘲Lてまいりました丘  

発足当疇惜病気を解明する病理擁査や、移  
植医蘇におけ乱組織密通埴垣儲いた轡（虹A  

タイビン弟晃、当麻に併殺されで早る研究所  
晦蕪辞の手伝いを轟く吟瑚汗宛検査が中心管  

した瞥   

串在朝も捗括前に必要な境丑と移確壌胡  

経過観掛こ必要恕礫査、若して鰯血部門へと  

発展してい・ますi   

′■I  

■■l   その時は同じ  

く無菌Ⅲ状態で  

「幹細胞町純化  

凍結軸軋と言  

うことを行いま  

す上  

そしてト処理し  

た幹細胞の質、  

土を検査し、移  

植を樟当する医  

師山都肯し女王   

移植医席は革曲医療行為を必要す尋患者さ  

んと、葎供して〈だ蕃愚方拍軸掛違審告Lてい  
ないといけま唐ん。もし一致す各寿が見事か屯  

ない接合姓他項桔療法恕考味しま軒ので、正  

確轟堵黒蜜早く報告することが求ぬられま・軋   

当院で娃自分田鹿酔で模査を行与野で結果  

私達人間は自分自■身の倖七拝もれたも碍以  

外再ものが坪内に入っ在席、モれを異物とし  



糾こ処理中菅塵紙必許密翫   

触になって輸血経常軒基礎断筆塑耕さ払  

いろいろな軋甲決めが行わ弛まし在中   

当院悪政こ如竃嘩津硝蛸萎れ右出前か  

覧、輸血樹捷抑安全確保対帯として薫蹄中一  

元化菅連めてい生した。いまではす輯で検査  

和銅紳咽専門の資柏屋持勺た国師や技師が  

葡血調剤府警趣か動輪血のため再捜査君L苫  

使用記録簿鞄管理までも行なっています云   

お体轟になっていると卓に急にいびき鰐止  

まった。Lぽら宅Lたら思い出心たようにいび曹  

をしブ㌔こんな睡眠時無呼吸症野方が増見て  

いるよ争せねこ由擁護幸恵に阜鱒触られた時  

間、呼吸舟セ㌢サ←密謝L達す。そんな管理  

も検査科町仕事鴨   

れ気に層香水應血漉ぬ成分  

「  
で、捧西鉄に排除しようとす竜備卓がありま寸1  
これ恕妙朝野■と貰っ官いますi他町人からの  

牌静を提供者軌挿撰しても，そこできちんと働  
拙軸こは、こういっ恵尭醸軸御免亭薬を和  

しなくてはなりませ砧三郎薬剤蛙体内せ由無  

庶が一定基準より低いと席弼垂が古く杜現  

生すし、高すぎると患者擾ん自身粍副撫再が  

起曹てしまいますこ   

こ申薬が体に吸収毒批右と期斯こ伴野中背野  

のくらい中津割こなるか踵、愚者重ん掟よ専守  

塞がありま寸㌔酷生ゃた時間旺血敵軸随も  

そ曲集硝塵を軒掛軸を見て、御節  
l■  ‾姓誌章を掛拳碍です；  

こ醇地主細線把聞慮と塩る合併症の  

模擬な模避敷布毎ていますこ   

轍血陪よ岳路標蛙様々な方が敵血してくだ  

鼻骨た血液をもと旺作毎れた製剤を使用Lま  

甘。時々新肝甲テレビで、血腫内型が合わ  

なかぅたために頗事故【瑚ウたなどと報  

道されることがありますこ   

先ほどお蔭Lしたよ別納草鞄密  

を抑える薬を胞用します汎軸硝昏睡使  

用しません．＃当ほ症状鵡線度捉墓杜ありま  

すが、何らか埠影響密受けでい魯碍丁円㌔敵  

嘲副作用であるそのよう確固陣地くするた  

このよ別責榛萱科牲、皆様担体の中の病気  

甲静新帝時頼忙薇堂巧情報を軸巧やすく井  

草な軌こ藤色軒とこ専守丸   

医師はこ軋毎欄屯替地て．診断や治療  

方釦密考えてい章葉子も蒋軌吋る機会はな  

くても、実は血液脅鹿など検体密通して、皆様  

由一番近いところヤ健康謹聴牒表すお手伝  

い蓉してい啓部署なので一転  

♯暮科 劃技師t 三浦 玲子   



．スタートによ世丁  5病♯ ■川 明子   
礪紆囁弼挿嘩倒駈た、櫨九の看護軌ヱな  

急こと酔韓、と鴨軌く患ってI囁軋 こ、の春  

に卒業Lた看護学捺せ乱 射の講煮や実習蜜  

豆軌練磨な倖畿をしまLた智者護由や看嶺嶺  

軌草艶こ対偶凄艶草汎韓習母畢臥看  
護研尭や卒業臆尭L実に多忙厘充軋た三年  

間であロたように患います甘 菓習的はじぬ由囁  

臥韓雄拒弄由無に牌れ、糞吋持たせてい  

ただいた患者さん恕印コ電話；ケー五官㌢暮鞋九ず、  

自分申患い酌射こ門跡咄甘仁とに苛立ち放とも  

椒侍を脾lこ、今年も新Lい件Ⅶ邸且牒摩し  

た。よろし、く顛願いいたLます．。  

Ⅰ亡．U ■分 書手   

私臥 患者古んが許しかけやす宅、＃馴＝な  

春着許軒に起壇たも吐息ゴて囲まし乱  

そ昭た翻こも毎日府蘭ね短、沓大切にし．辛嵩で  

匝・ちれるよ引こ心が碕ようと考見甘い＝ます。   

私曜Ⅰ乱肥配賦まトた机 上亡Uではゴ自  

分で所見飽こ直の出棄な拍患者菖んが多いと居い  

甜卓点者重んの衷情密酷艶．患者昔丸からの  

も嘩いろなサ叶ン蓉見逃き在い串うに舌癌Lたいと  

思います。  

又、ご貴族へも配慮できるように心がけ．ご義  

旗が安心で音るような対席置してぃ蓉たいと思い  

桝篭kヲ㌔  

」鰭軋、モんな  

私●鵡、寮習の  

回艶重噛も  

に触なかりた三  

とが晦ようにな  

り、そ沿時に応じ  

た対応が菅き毒よ  

引こな申まLた．  ます中 骨町た削こ  

職者♯肺土して申確  

鮎な知畿と楼蘭が  

必鞍な愚と患うの  

で、日々の勉萄と  

尭＃中行ってい造境  

術を盗屈通達溝に頑  

滞ろうと患います．   

学生巾頃柑毎日時尚におね九、菓官女廃し－せ  

感監たことは蹴ほせんでした垂単軌てみると、  

もう歯し、鮮の患奉書ふ塵博樹たかったと蛸島  

持ちが敵あります古   

私が勤聴す笥血液内科病棟臥、重曹で軽軌  

たこか瑚鮒坦ころです。私宅学ぷ手那多lせ塵  

患います軋どんな時空地自分をしっ卓嘩持ち、  

自分が何を学び軌咄吐いき苦恵を簸♯旺伝え  

て、自己時間上に簸びつけ如せ患います去  

小割増力屯中朝潮笑顔のすてき啓窄苛  

蹄に煙たkせ見いま丸い一丸どん射こ忙しい  

時でもト患者割適儒一lニ考え．患者重んの痛み  

帯下観月軒頂鑑た捌こ、柏手碍立場に畠中て考  

ぇ愚こと直忘れずに一軒噛栴疇睦軸せ愚ワてい喪  

■1   私踏∴瞳康亜感  

には自億がある硲で  

す帆 帝事を考え  

すぎモし蓋い藷ち込剋とエ竜顔欠点だと患っていま  

す桑 先♯や友達に相談し仕事に集中出来為よ  

う虹自分¢頼神横雄蟄整えて行こうた考えていま  

す。  

「こ釘痛快に凍て良かったJrこ鉛者鶴間檀鬼  

に見て屯らって良かゥた」缶患者蕃ゐ躍患って  

もらぇるよ剖こ商議ってい蕃麦i乱   

そして、患者書んとの関わぢ摘唱多くのこ缶を  

華弘 田分も人冊とUで藤島しで行皆たいと患い  

尭す。  



味憩室   
卑別捕鯨転韓竜田軋酔顔暁乱血練を嬢瀞た  

酷熱薗垂虹ネ萄苛里桓たb顔なじ糾こ稲城脊♯  

肝重ん旺観ぎ専守掛、九脚噌．鼻に萄打で帥壷  

白衣が新し嘩、瀬壮鞋も評宅一日．一華斯違と分か笥 

た．モう書見ば卑月ほ4月】已   

い環も私掟踵射をLF亡電熱奄司テラ岩音報謝呑  

ん僻敏感所虹や攣守重た甘連覇も優しぐ醸鞄蕃  

如摘出通鯛歴乳牛日梓専まで牡上旺よ苧替り  

掛巽講で撫拶Lて常如和い苧な市藤野L鞋t「日  

中恵み串嘩瑛うござ枯生育こ掛こ申．扇艶鼓骨擬せ  

んが嘩百・駄＝ちカの薔藤肺離血轟音癖岳せ言い  

た忠菅生ず。点滴炉転ます」とて義l槽冊融な口調な  

咤旺rいや」と低音蜘軌1向かポ追兎甘蝶番．  

患増郡1庵こと・とは適に一柳い管すよ，どうぞどう  

割と応鹿骨Lまヰ牡．白寿嘩性格ポい奇にな乱   

奇府新人青郷革克吼先輩専護斯きぬから直  

入舶こ鞋明智糞け耳抽孤島し式蓼捷射＃宙熱望姫  

杜前歯輔撫ぬ計なずい寸中底i射L＃れた所拓い 

恵痕拒も斬九重蒲姉さん町鹿町・「拝叫といぅ  

韓軋細くても牡丹唐竹臣園曹馳た。■艦直音今丁  

場敵い巧屈＝償陥弊誌・野師確肘弔蛸  

Lく、いよ恒温こちらl勒て着払．向か咽て兼藩  

士重から仁一や＝女鹿胡腕鼓見尊鞄耳い魯，ア押  

ユー、か由触で哨讃し竃そぬ掛こ向か軒打壊軋い  

担＿L轟剋と鹿起卓げた．姓射巌をもつ朝郎1哺牌  

にふ愚丸＝培菰と・ともに軒先も審ち御噸1㌔間エ  

こちして欝耕取な席亜掟争蝶う私眉赫田清泉倉  

上手に誓蕃あ戎番よ婚に嶺り青春恵． 

こ御病気に勅勘癒個抽蜘鴎帥暗酎跡咽邪  

醜i藍払い檻甚蛸那苺鱒鞄こかかや華二度こ  

官命検査節帯果、すで仁専門嘩疇階に行宅よ如こ  

静舟卓れこ壬叫来た伯若色東懐して1藻相中毛群  

嘩け7Lまった軋専管とメモ叡嵐恕軒智正式起  

臥隷痘痕漑如痛劇療育且窃よ引亡恵ヵたせ＃牡罪守  

勃起躇㌣臆せ患廟でいたこ拍癖動こかか中耳い番  

人が、この病院には何人もいることも知った。   

控蛸人たちと鯛尊い頼むくな坦葡掛軸咤一  

等七挿奉甘垂圭ぅに蛭り転。滞兎再こた脊．病院密  

祖師韓中朝・lる愚息青も包乍池顧凪   

骨日1憩蕪患博学耳一也とき．羊南無伸軒府一  

A避親しぷ机地†、循脅し尭．  

鴫野特性卸閃電とうござい草し巴．・荷重げ健脚料  

掘って帝喪章確肯き藍男束増打ち軽蔑ゝた」と改  

紡て単軌奇書りたら博捜私も屑竃顔料軌山勘・1  

乱虹慰身重毛丸だけ譜表亜L七≡L鹿廿て∴廊癒尭  

を轟壊L可甘鳩よ舌で、尭拙轟憩た旺疎ま革軋苦  

い患鞄ですよ」よ臆に丑拙虐毒蛾た皐こ瑚虻  

な増てもう十簗場分閻脚力で生きて叫拍l・り  

とい、部孤車軋．こうい争辛番い昂鞄だ専と思っ軋  

帥巧もの宜給く如哺帝朋群かかづ更や毎よ混  

血酔纏わった。転錮L酷顔暫私舟血嬢働且庖麿瀧  

軸せ鹿た患轟鳩お℡軒L勤番申がとうご凱．－  

或Lた」と頭を副ヂた．手動声把F上単軌少L  
も清く奉加ったよ。耕軸ばって軌郎凱拇軋廉  

い把革引こ秘中官営鬼農中毒Lて無毒く争和ず垂  

替軒ち「l割、りユと許ウf．初抱官曙倖克ん嵐鶴  

が掛tでいた．春野籠帯で鹿斐輔肺畠晶瀞掛工  

廠か尊て薪上着誹師凄んよ撃もぅと弁昔毒囁を下  

げていた，  

［畿釦  

叶  

■  

翫乾草増枠卑背中広かけて辟辞出耳鼻た．喪如す  

春草帯きん勤王鳥ん乱国■詩畦横競っい甘い着発  

醐揮審査海骨昭喪服師重ん澤鹿町方直見  

虹掴t書くもな…缶骨恕のに手褒師革ん叩臣  

汗腑己たふでいも畢重曹軸もまぽた蕃もLなこい．．   

ふとlさ  

‾‘軌  

だいぶ前  

売仝に蛙飴  

尭  

もしれ  

とt  

考   



廉夢  センターニュ ー一貫   

・福祉t育醇紺   

脚轄帯晰、珊恥咄鞄速梅鱒附唾呈培、   
剋甜都誌廓藤樹離郷絹醒・上飴萬年苛町野  

方旺嘩楓L皇丸  

節草津碍爺揖脚劉脚由敵地壷   

離乳領櫛鞘鮎研嘩榊卵帯賢帝工♯費   
ま転毎月命基盤轍動転ど捷F髄鵠軌羞患．   

・許常生活用員椚備刊   

虫鹿♯軸艶自動消火観、磁気諦軸、粁   

真嘩用具など防水に配漉Lた用品引酎軋ます。  

おおむぬ髄才以上鉛お年常摺㌧満仲蓉牽け  

愚物品田錘泉によって条件が蛮地ます白   

掛金昭酎刊こか弼凍用の1朝を軽度でだいた   

いl叩針十神脚円嘩鹿です愚   

生存廃触覚轄さ軋てい粗方醸無料です．   

割凄み虻れでご自身で希生九た鉦宅生満配安  

心Lて邁軋るよ垂旺なりまL在。  

栢介昔せていただ蕃ましたサー鱈只の申込先は  

弄酎醐一ビス課と額づておりま範  

私達医凛リーシヤルタ「カーは、皆操亀嵩志を出  

来苗だけ♯車させでいただ重たいと愚尊宅由りま  

す」  

入院前髄屯属暁中．毒して退院笹の壁構に巧い  

でも何か軸軸歯り鞄こと嫡蜘ほ軋た毎お 

柵ここ罰醜宅だ軌㌔  

東棟望髄、群集情報セン摩－でお待ちLていま  

す．  今回中也当．岩田  

一日、一触蔵内離せ替鮮奄嘩日二嘩頓智  

奇観世如いかが鹿追ご．し触藷甑．  

厨乾年回町野攣一占ユナスせ推定桝一措  

辞埴も尭壷ご樺聴帝甲で辞陸曹い、薄味韓呼起  
奄サーピ島虹つl咋義妹触敵串げ数磨鞄皆様  

桔顛伝比翼耳こ  

ー具体的書群～   

Ⅳさんは即才、男性。劉打暮らしせす。  
腎■睦嬬試して人工透析で通院しています。  

最近、萌力も低下してき虫した。しかしご家族拙  

速方で、また付さん自身、入酔希望され生せ  
んでした．  

この方の場合には、商し合い碍嬉果、下面由福  

なサービスを利用す番ことが決まりました。   

専制用サ魯サービス  

・家事t、鞋軋食事伸、鞄牒嘩右戯手伝を   
しでく拍♪、ルノヰ一連ん  

・通暁の時卜介助してく血呑へ如竜一さん  

ロここまで嘩サービスは井藤韓暁の制度を利用Lま   

し藍  

升鍾保険再内容、利用方態に瑚、で臥また別  
の税金苛ご政明卓せでいただきます．   

ここか包は介護操換以外由津々なサーヒ亨をご案  

内いたLます．  

・掛澗止 

一人輸しのおぉむ赴蒔歳以上鞄お年部礪捷   

で倖が弱く賓作などの心配があ各藩が無念題亜   

装陛なるぺ榊宙押軒だけで自動的に婦随  

軸主取‡つけ貿鮎迅速な軒店野乗けられ草   

す。   
利用料棟牡蛛の設置工書♯用の一部諺負担だ   

吋です。【辞世何時韓の♯鋳で密拙ますが   
約1糾拍円～瀞舶円程腐ヤす。き   

また、盤活保菌恕重けられだいる方陣席料で   

す争   

な軌民生葉色や近所の方など碍地境払力貴   

殿寿が空虚必要モす。  

■■I  

■■I   



零■●拙く  
ーご脚7～  

身近な野菜た岨 ☆キャベツ☆  

キサペ廿蛙四季を通芯て番地で饉蜂され  

生産塁瞭東嶺偲儲いで轟■い野菜です．  

◎琵F由発車価 ビ辞ミ■ンU・－   

胃牌を鹿乗托し、揖痔を予配給庶す   

愚件摘鰯龍掴ますb胃燕厘埴頂いう名前   

を聞い直‾こと鹿町課せ■んか？苛畔地にビ   

タミン震金島竜蕗執ア宅ノ酵母方舟シ   

タ点も地裁駒畳替摩す。甘味硬）もとで鹿．   

討貯許怯袈菜坪轟転静く社中ています与  

◎キャベツの仲南   

葬専ヤ武野、津軽聖ぺ訝鞄牡旺tプロブ   

コリー、．カリフラワ、一  

子亀具に入れせ無駄なく利用LまLよ軋   

外葉蘭裾垣席嘲域棺油川一点仕チ㌢も轟   

くま軋ています古  

層加軌ま埴時間にLてどダミシ仁を守魯   

ピ＃ミ1′C練熟に弱－いの†已加熱姓強   

火で手早くおこないます。   

煮退み料理は煮汁ごと 

⑳．ピタ・ミンCやU仕水馳   

長時間、水に卓らさないでくだ重い。   

溜培てあ計水ではな〈、流水で甘さ勺静と   

洗いましょう。   

千切廿にするときは洗ってから切り、水   

にさらす時間は短くしてぐださい．  

′、  

青汁髄酬襲紳「ケー  

ル」も卑幣束せ由一種増  

す中  層護  魯闊理のポイ㌢†  

①外葉や蕃はビタミン仁が多い   

芯昧捨てずに，漬物にした甲、軋んで常  

＃集放散：専年唖横軸㊥北上が■霹で．円山公  

オも半月撫ぜ早くにぎゃか虹な規甘ぅです‘新L  

い相聞を迎泉」抱貴志屯幕にした転地兼帯が連れ  

善した。垂垂錮華牝工事．新島しし哺冊、Ll凱1  

毎恵嚢味裾にぎや酎僻廣昔迎え甘hl庸す．エ  

ルム唐草帯専ヰ回〆牢仁兼帯してLlます。ご薫鼻  

亡帝乱耕稿衛ど泰時鳴し七草萌す卓琳蔀・濱田   

ストーマ外♯一打虫知与せ  

外来で臥港聴年中ストーマケア闇賦卓  

行うています．ご希壬㊥方は外科外来雷  
書肝に鈷問い合わせください阜   

申中一日：羊宜・卸坤■■日   

時闘：川：Oth18：0．8・（予担劉   
予約先：外科外兼  
東鯵の離は世用している装具直島拝も喋  

古い．  

特定席療法よ此書虫 札幌北♯癖鹿   

蓼攫耕首≡外科＿・肘科・帯化♯料・曙膿書科  

嶺覆審料・癖児科・生井外科・鵬精  

♯♯欄・鮪射篭劇・・書♯  

良 市：仙肺自蜘車重¢TF苛書l専・  
他こ帆1鴎晦I帆11  

刑旺：01Ⅰ柵帆  

史 遭：坤下♯白石釈5♯出白か邑  

帯状皐月報ぺ褒謹啓卦  

中一且司一声；bll郎／／■▼■．山吐山川－■Oth．如寧   

く繊簡♯脚・にづいて＞  

当鯨曽は詮索情報中程供を行って赦す草すb廣  

樟窓且睦療柵セレ廓－となづていま甘が入  

院患者重ん性春病棟♯長路外来應着古山は弗  

親藩にお坤くだ割、瞥  

ご柵な劇淵二酵廉義仲報センターまでお  

間も噂細くだき叫  



モ音盤く  

園   
なって、稚ですせいコ廿ら＃用  

モ蕾古よう巨額古曲モしよち譜■  

【外来患者一革んから1  
批肘苺こと屯で古軌1車  
ぬ」舶開眼噴搬肌細説吋・。  

【入院患者さんから】  
仮駐車場を設暮しまし恵。  

鍵（カード式）付善¢傭眉壷＃  

（セフティポックユ）を床頭合印  

引古出し¢中臣毅■しまし缶。   

病院増改築工事のためご不便を  

画  
おかけLています子本年畠月末には掴築工  

事が終わり、利用できるようになります。  

なお、徒歩で之～3分を要しますが旺駐車  

場を用意いたしました亡従来と同程度の駐  

車が可能ですので、ご利用下さいっ  

入院患者さん個人毎の専用垂車とLてご  

利用いただいています町   

なお、多額再現金等をやむを得ず持参さ  

れた場合は、従来通り事務でもお預かりす  

ることがで卓ます亡 ご希望㊥方は、ご細腕  

下さい。  

′■†   

外来鯵♯担当医薗一覧  

月  火  水  兼  卓  土  

午由  午後  年肘  年壌  年刊  午籠  年申  年後  午前  年額  午前   

比嘉  小林  垂井  小川  小節  笠井  ＝本山  比・井  生井  今草  也野  

内 ■科                         ノ」．囁  ヰ井  小抱麻  兼山  ・小川  比＃  交代 
木山  本山  

斉藤．  
梱埴科   青口   中井   桂田   蛭田   斉澤   

呼畔科  本田  本田  東田  木田  木田  

礪靡繭科  山田  萌山  舟山  

川 

外 科   由中   甲子  交代   

ll洲   

某  

軒別科   商権  

東   武田  克  高緬  

＿」   試補  

明科   安田  安田  ・0   安田  密田  安田  安．田   

眠・科  ロ   ロ   0  

＝．．・一   三   今井   今井   今井  －   今尭   今井   今井   

・ち一二三ニ1：・：・・   年前中随・時蛍・け付けてい．ます．  

カーす郵蘇  中点  轟    中尾  －  


